
姫路商工会議所 

２０２６年度 第１回 経営発達支援事業評価委員会 

開催報告 

 

１．日 時  ２０２６年 ６月２９日（月） １５時００分～１６時１５分 

２．場 所  当所３階 特別会議室 

３．出席者  西本 英史 氏（姫路市 観光経済局 理事） 

西谷 美貴 氏（兵庫県中播磨県民センター 副センター長） 

畑  豊  氏（兵庫県公立大学法人兵庫県立大学 理事兼副学長 

社会価値創造機構長） 

筒井 康隆 氏（㈱日本政策金融公庫 姫路支店長兼国民生活事業統轄） 

４．欠 席  澤田 恒  氏（澤田・中上・森法律事務所 弁護士）   ※書面審議 

濱田 聡  氏（濱田聡経営会計事務所 所長・公認会計士）※書面審議 

合田専務理事、名倉部長、橋本 

５．議 事  経営発達支援事業評価について経営発達支援計画の概要 及び 当所全体の

取り組みを説明後、「経営発達支援事業」のそれぞれの項目の概要と目標値

及び実績等について説明をする。 

各委員からの意見については、下記のとおり。 

（１） 今後も物価高騰、ＡＩ・ＤＸなど経営環境が大きく変化する中で、

事業者等の課題等に寄り添った支援等が重要と考えている。関係機

関との連携を一層強化し、地域経済の活性化と成長に取り組んでい

ただくことを期待する。 

（２） 目標数値は全て達成し、計画目標実現に向け着実に進展している。

伴走型支援や傾聴と対話の姿勢により、小規模事業者の経営力向上

や販路開拓に成果が上がっていると考える。今年度の実績から目標

水準がやや保守的と見えるが、目標数値にとらわれず、より多くの

事業者の収益向上やデジタル化推進のための丁寧なフォローアップ

を期待する。 

（３） 全ての項目において、実績は目標を上回っており「４」と評価でき

る。ＩＴ・ＤＸも支援に関しては、ＫＰＩを上回っているが大きく



上回る方向でお願いしたい。 

（４） 計画に対して、全ての項目において予定以上の実績をなしている。

各種の調査等についても適切なフィードバックが実施され、有効な

事業となっている。活動の成果や効果をより見え化させる施策で、

より幅広く行政や事業者、市民等に活動が還元されることを 期待

する。 

（５） 各事業においてたいへんよくやられていると思う。こうした活動が

会員の増強につながる工夫も必要かもしれない。 

（６） 全体的によくやっておられると思うが、当年度の課題を解決しなが

ら継続的に実施していかれるようにして成果を一つでも多くもたら

せるようになってもらえればと思う。 

 

以 上 


